
質
問　

学
校
給
食
法
の
規
定

に
よ
り
運
営
経
費
の
内
、
施

設
設
備
や
人
件
費
以
外
の
食

材
費
等
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
が
負
担
す
る
べ
き
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鞍
手
町
に
お
い
て
は
こ
こ

数
年
間
の
未
納
額
は
少
な
い

と
思
う
が
、
未
納
の
た
め
に

き
ち
ん
と
支
払
い
を
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
食
材
を
落
と

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

給
食
費
の
学
校
別
滞
納
金

額
と
世
帯
数
は
。

教
育
長　

滞
納
金
額
に
つ
い

て
は
、
平
成
６
年
４
月
か
ら

23
年
５
月
現
在
小
学
校
全
体

で
４
９
０
万
７
８
８
３
円
、

中
学
校
全
体
で
５
７
９
万
３

９
０
５
円
で
す
。

　

滞
納
世
帯
数
は
、
小
学
校

が
72
世
帯
（
内
、
徴
収
停
止

世
帯
15
世
帯
）
中
学
校
が
67

世
帯
（
内
、
徴
収
停
止
世
帯

16
世
帯
）
で
す
。

質
問　

文
部
科
学
省
の
調
査

に
よ
る
と
、
未
納
の
主
な
原

因
に
つ
い
て
の
学
校
の
認
識

は
、
保
護
者
と
し
て
の
責

任
感
や
規
範
意
識
の
問
題
が

53
・
４
％
。

　

保
護
者
の
経
済
的
な
問
題

が
43
・
７
％
。

　

そ
の
他
２
・
９
％
と
あ
り

ま
す
が
、
鞍
手
町
の
状
況
は
。

教
育
長　

生
活
の
困
窮
の
理

由
が
最
も
多
く
、
次
に
学
校

給
食
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
主

な
原
因
で
す
。

質
問　

未
納
が
あ
っ
た
場
合

は
、
食
材
の
支
払
金
額
に
不

足
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
給
食
費
の
欠
損
分
の
対

処
方
法
は
。

教
育
長　

収
入
総
額
か
ら
食

材
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

納
入
さ
れ
た
方
が
、
割

り
増
し
の
給
食
費
を
払
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
給
食
審
議
会
、
或
い
は

教
育
委
員
会
は
可
能
な
限
り

１
０
０
％
納
入
を
し
て
頂
く

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

質
問　

未
納
に
対
す
る
対
応

と
、
滞
納
額
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

教
育
長　

納
入
が
遅
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
家
庭
に

電
話
で
遅
れ
て
い
る
連
絡
を

担
任
教
諭
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
転
校
生
に
つ
い
て

は
給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
電

話
手
紙
等
で
納
付
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

質
問　

何
に
基
づ
い
て
公
会

計
で
な
く
私
会
計
に
し
て
い

る
の
で
す
か
。

教
育
長　

物
価
の
変
動
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
や
、

各
学
校
で
家
庭
状
況
等
に
応

じ
た
き
め
細
か
い
徴
収
管
理

が
で
き
る
こ
と
と
、
昭
和
33

年
の
文
部
省
通
達
が
理
由
で

す
。
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学
校
給
食
費
の
滞
納
に
つ
い
て

滞
納
の
理
由
に
つ
い
て
は
生
活
の
困
窮
が
最

も
多
い
。（
教
育
長
）熊井　照明　議員

学校給食センター

 　知りたいこと
　　　　 　望むこと

５人の議員が質問



質
問　

遠
賀
川
架
橋
の
取
付

道
路
も
含
め
、
進
捗
状
況
と

開
通
予
定
時
期
は
。

企
画
財
政
課
長　

橋
台
工
事

は
平
成
24
年
５
月
31
日
ま
で

に
完
成
予
定
。
橋
桁
工
事
の

完
成
予
定
は
平
成
25
年
６
月

30
日
。
町
道
へ
の
取
付
の
用

地
取
得
は
地
権
者
１
名
と
の

交
渉
が
難
航
し
て
い
ま
す
。

副
町
長　

供
用
開
始
時
期

は
、
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
も
含
め
た
Ｊ
Ｒ
鞍
手

駅
周
辺
開
発
計
画
、
基
盤
整

備
は
。

町
長　

渡
架
橋
完
成
と
並
行

し
、
接
続
す
る
北
九
州
・
鞍

手
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
筑
豊
線
の
立
体
交

差
事
業
は
県
等
の
支
援
を
受

け
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

　

駅
前
周
辺
開
発
は
、
農
業

者
の
農
業
に
対
す
る
思
い
が

強
く
、
地
権
者
の
了
解
な
し

で
は
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

質
問　

町
道
本
町
・
今
村
線

は
街
路
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
。

副
町
長　

現
道
の
幅
員
は
８

ｍ
〜
９
ｍ
あ
り
、
都
市
計
画

道
路
と
し
て
整
備
す
れ
ば
基

準
に
従
っ
て
整
備
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
費
用
の
面
か

ら
町
単
独
で
は
困
難
で
、
県

か
ら
の
支
援
が
必
要
で
す
。

質
問　

県
道
直
方
・
鞍
手
線

の
バ
イ
パ
ス
と
な
っ
て
い
る

鞍
手
イ
ン
タ
ー
・
ア
ク
セ
ス

道
路
の
延
伸
計
画
は
。

町
長　

残
り
計
画
区
間

２
・
６
㎞
に
つ
い
て
、
事
業

主
体
で
あ
る
県
に
対
し
早
期

整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
県
の
話
か
ら
予
算
の
縮

小
が
事
業
の
遅
れ
て
い
る
原

因
と
思
わ
れ
ま
す
。

質
問　

基
本
計
画
に
あ
る
用

途
地
域
の
見
直
し
や
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
考
え
は
。　

町
長　

過
去
に
中
山
地
区
の

用
途
地
域
の
見
直
し
を
行
っ

た
が
、
今
後
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

及
び
用
途
地
域
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

質
問　

中
山
用
地
を
工
業
用

地
と
決
定
し
た
時
期
と
根
拠

ま
た
不
動
産
鑑
定
時
期
と
小

牧
用
地
の
利
用
計
画
は
。

町
長　

今
回
計
画
を
立
て
、

中
山
用
地
は
軟
弱
地
盤
で
あ

る
こ
と
か
ら
工
業
用
地
と
し

ま
し
た
。
不
動
産
鑑
定
は
造

成
後
と
な
り
ま
す
。

　

小
牧
用
地
の
利
用
計
画

は
、
用
途
指
定
の
範
囲
内
で

住
宅
等
の
有
効
利
用
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

質
問　

町
の
防
災
無
線
な
ど

防
災
計
画
の
見
直
し
等
、
今

か
ら
目
標
に
向
け
て
整
備
さ

れ
る
と
思
う
が
避
難
場
所
の

数
と
耐
震
化
の
状
況
は
。

総
務
課
長　

町
立
学
校
９
施

設
、
中
央
公
民
館
、
武
道
館
、

町
立
体
育
館
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
隣
保
館
の
５
施
設

合
計
14
施
設
。
耐
震
化
に
つ

い
て
は
剣
南
小
、
新
延
小
、

豊
翔
館
の
耐
震
補
強
工
事
の

完
了
で
全
て
の
校
舎
が
基
準

に
適
合
し
ま
す
が
、
学
校
の

体
育
館
は
剣
北
小
と
室
木
小

の
２
校
の
み
で
す
。
隣
保
館

は
適
合
し
ま
せ
ん
。　

質
問　

被
災
地
や
避
難
所
で

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
切
断
さ
れ

る
と
、
特
に
水
、
ト
イ
レ
問

題
が
残
り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
問
題
は
身
障
者
、

高
齢
者
、
女
性
に
と
っ
て
深

刻
で
す
。
町
内
の
避
難
所
は

ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く

数
も
少
な
い
、
洋
式
ト
イ
レ

が
無
い
、
多
目
的
ト
イ
レ
が

無
い
等
挙
げ
ら
れ
る
が
ト
イ

レ
の
整
備
と
水
の
確
保
は
。

町
長　

被
災
者
が
一
番
困
る

の
は
水
と
ト
イ
レ
で
す
。
水

の
確
保
手
段
が
必
要
で
す

が
、
東
日
本
大
震
災
の
実
態

か
ら
み
る
と
現
在
の
内
容
で

は
不
十
分
で
す
。

　

ト
イ
レ
は
基
本
的
に
は
公

共
施
設
、
現
有
施
設
を
使
用

す
る
が
不
具
合
が
あ
れ
ば
防

災
計
画
で
検
討
し
ま
す
。
水

に
つ
い
て
は
井
戸
水
の
活
用

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

質
問　

悪
質
滞
納
者
の
基
準

は
。
ま
た
滞
納
者
に
対
し
懇

切
丁
寧
に
納
税
と
理
解
を
求

め
る
努
力
を
す
べ
き
で
は
。

町
長　

明
確
な
基
準
は
あ
り

ま
せ
ん
が
一
般
的
に
は
長
期

に
督
促
や
催
告
を
無
視
し
、

納
税
資
力
が
有
り
な
が
ら
納

税
し
な
い
悪
質
滞
納
者
に
対

し
て
で
す
。

　

町
民
の
方
に
納
税
を
し
て

頂
く
手
段
で
す
が
改
め
る
べ

き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
改
善
し

ま
す
。

質
問　

庁
舎
内
に
納
税
意
識

高
揚
の
為
の
掲
示
物
は
，
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
問
題

と
合
わ
せ
て
考
慮
す
べ
き
で

は
。

町
長　

今
後
担
当
課
と
協
議

し
な
が
ら
誤
解
の
な
い
よ
う

な
方
法
を
検
討
し
ま
す
。
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遠賀川架橋を見据えた都市計画道路の 
整備と周辺の土地利用計画は

都市計画道路として整備するにしても
県からの支援が必要。（副町長）岡﨑　邦博　議員

防
災
対
策
に
お
け
る
避
難
場
所
の
現
状
と

耐
震
化
、
水
、
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
は

  

避
難
場
所
の
整
備
と
水
、
ト
イ
レ
の
課
題

は
優
先
度
の
高
い
検
討
事
項
で
す
。（
町
長
）

宇田川　亮　議員

税
金
収
納
対
策
に
つ
い
て



質
問　

新
電
算
シ
ス
テ
ム
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
。

総
務
課
長　

毎
日
メ
イ
ン
サ

ー
バ
ー
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

サ
ー
バ
ー
に
す
べ
て
の
シ
ス

テ
ム
を
保
存
し
ま
す
。
同
時

に
外
部
媒
体
の
記
録
テ
ー
プ

に
も
保
存
す
る
二
段
階
方
式

を
取
っ
て
お
り
、
記
録
テ
ー

プ
は
厳
重
に
保
管
し
て
い
ま

す
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
さ
ら

に
耐
震
構
造
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
搬
送
し
て
管
理
す
る

方
法
も
加
え
て
３
段
階
方
式

と
し
ま
す
。

質
問　

中
央
公
民
館
や
学

校
、
各
課
の
職
員
の
パ
ソ
コ

ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
。

総
務
課
長　

職
員
が
作
成
し

た
デ
ー
タ
す
べ
て
が
対
象
で

す
。

教
育
長　

学
校
は
そ
れ
ぞ
れ

が
管
理
し
て
お
り
、
重
要
な

デ
ー
タ
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

で
、
重
要
な
書
類
は
ペ
ー
パ

ー
文
書
保
存
で
金
庫
に
保
管

し
て
い
ま
す
。

質
問　

電
源
が
急
に
遮
断
さ

れ
た
と
き
の
応
急
処
置
は
。

副
町
長　

サ
ー
バ
ー
が
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
な
い
よ
う
に
急

激
に
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
し
な

い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
対
応

で
き
ま
す
。

質
問　

避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
公
共
施
設
の
空
調
設

備
と
自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
状
況
は
。

総
務
課
長　

空
調
設
備
を
設

置
し
て
い
る
の
は
中
央
公
民

館
と
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
自
家
発
電
装
置
は
中
央

公
民
館
、
町
立
体
育
館
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設

で
す
。
非
常
用
照
明
や
避
難

誘
導
灯
が
賄
え
る
程
度
で

す
。

質
問　

電
源
確
保
と
し
て
太

陽
光
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
技
術
的
な
問

題
が
相
当
あ
り
、
勉
強
す
る

過
程
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

非
常
時
の
町
立
病
院

の
対
策
は
。

町
長　

患
者
さ
ん
の
安
全
を

最
優
先
し
た
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
患
者
さ
ん
の

安
全
確
保
に
努
め
、
救
急
患

者
の
受
け
入
れ
態
勢
に
医
者

や
看
護
師
が
24
時
間
体
制
で

勤
務
し
て
い
る
の
で
、
対
応

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

質
問　

浄
水
場
改
善
に
至
る

経
緯
は
。

上
下
水
道
課
長　

厚
労
省
の

水
質
基
準
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
水
質
を
基
準
内
に

守
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る

こ
と
を
想
定
し
、
浄
水
場
の

改
良
を
し
て
お
り
ま
す
。　

質
問　

第
４
次
鞍
手
町
総
合

計
画
の
中
に
「
良
質
で
安
心

安
全
な
水
道
水
を
つ
く
り
ま

す
。」
と
書
い
て
い
る
が
、

水
道
水
質
改
善
検
討
委
員
会

で
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ

れ
た
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

取
水
場
に

つ
い
て
は
、
水
質
や
費
用
面

か
ら
現
状
の
と
お
り
と
の
結

論
を
得
て
お
り
、
ま
た
、
浄

水
場
施
設
に
つ
い
て
は
、
遠

賀
川
水
系
の
下
流
域
に
位
置

す
る
本
町
の
地
理
的
条
件
か

ら
原
水
の
悪
化
と
い
う
問

題
も
あ
り
、
安
全
な
良
質
な

水
を
長
期
的
に
供
給
す
る
た

め
、
施
設
の
改
善
を
行
う
と

の
結
論
を
得
て
お
り
ま
す
。

質
問　

ど
の
よ
う
な
改
善
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

前
処
理
ろ

過
装
置
の
構
築
と
排
水
池
の

改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

水
道
水
質
改
善
検
討

委
員
会
で
新
た
な
料
金
設
定

に
つ
い
て
何
回
検
討
さ
れ
る

の
か
。

上
下
水
道
課
長　

料
金
に
対

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

の
方
向
性
も
出
て
い
な
い
段

階
で
回
数
は
決
め
て
お
り
ま

せ
ん
。

質
問　

第
５
次
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
で
は
平
成
21
年
か
ら

の
６
年
間
で
必
要
財
源
に
対

す
る
不
足
額
を
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

副
町
長　

基
本
的
に
年
間

60
億
程
度
の
予
算
で
す
の

で
６
年
間
で
３
６
０
億
必
要

と
。
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
２
億
数
千
万
円
の
資

金
不
足
と
考
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
21
年
、
22
年
は
収

支
的
に
余
剰
金
が
出
て
お

り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

は
違
う
数
字
に
現
在
な
っ
て

お
り
ま
す
。　
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 新電算システムの安全対策は

新システムではさらに耐震構造のデータ
センターに搬送して管理。（総務課長）

浄
水
場
改
善
工
事
の
趣
旨
は

原
水
を
前
処
理
し
、
病
原
細
菌
と
臭
気
を
除

去
す
る
。（
上
下
水
道
課
長
）

仲野　守　議員

田中　二三輝　議員

町
の
財
政
に
つ
い
て

建設中の浄水施設

災
害
時
の
対
策
は



　

常
任
委
員
会
（
民
生
産
業

委
員
会
・
総
務
文
教
委
員
会
）

は
８
月
２
日
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
方
式

に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
問
題
に
つ

い
て
、
近
隣
ゴ
ミ
処
理
施
設

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

飯
塚
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

清
掃
工
場
及
び
大
牟
田
市
リ

サ
イ
ク
ル
発
電
所
の
現
地
視

察
を
行
な
い
ま
し
た
。

○
飯
塚
市
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
清
掃
工
場

　

平
成
10
年
４
月
よ
り
稼
動

し
、
新
日
鐵
の
ガ
ス
溶
融
炉

で
、
一
日
１
８
０
t
の
ゴ
ミ

処
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

余
熱
処
理
利
用
と
し
て
、

構
内
の
暖
房
・
給
湯
と
構
外

で
は
、
冬
季
に
温
室
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
現
地
視
察
で
は
、

担
当
課
長
よ
り
、
施
設
の
概

要
及
び
運
用
状
況
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

○
大
牟
田
市
リ
サ
イ
ク 

　

ル
発
電
所

　

平
成
14
年
12
月
よ
り
稼
動

し
、
ゴ
ミ
焼
却
に
よ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
対
策
と
余
熱
発

電
（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）

を
目
的
と
し
て
、Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
ゴ

ミ
固
形
化
燃
料
）
の
焼
却
施

設
と
発
電
施
設
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
現
地
視
察
で
は
、

所
長
よ
り
施
設
の
概
要
及
び

運
用
状
況
等
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
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飯塚市クリーンセンター

大牟田市リサイクル発電所

全員協議会
（ＲＤＦ方式によるゴミ処理施設延長問題）

　

６
月
定
例
会
で
行
わ
れ
た

行
政
報
告
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
方
式
に

よ
る
ゴ
ミ
処
理
：
平
成
30
年

問
題
）
に
対
し
、
議
員
に
よ

る
全
員
協
議
会
が
９
月
21
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
担
当

課
長
よ
り
大
牟
田
リ
サ
イ
ク

ル
発
電
所
事
業
延
長
に
伴
う

概
算
費
用
及
び
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理

委
託
料
等
の
説
明
を
受
け
、

ゴ
ミ
処
理
費
用
低
減
に
向
け

た
質
疑
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
14
年
度
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
た
Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
所

は
、
平
成
29
年
度
ま
で
の

事
業
期
間
で
あ
り
、
事
業

期
間
の
満
了
を
迎
え
る
平

成
30
年
４
月
以
降
の
事
業

計
画
は
、
参
加
組
合
、
大

牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
株

式
会
社
と
事
業
期
間
満
了

の
３
年
前
ま
で
に
協
議
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
平
成
16
年
度
、

平
成
18
年
度
と
２
回
の
処

理
委
託
料
の
値
上
げ
を
し

て
い
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
に
よ
る
ゴ
ミ
の
減

量
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り

発
電
量
が
減
少
し
、
処
理

委
託
料
の
再
々
改
定
も
想

定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら

宮
若
市
外
２
町
じ
ん
芥
処

理
施
設
組
合
は
、
今
後
の

ゴ
ミ
処
理
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
早
急
に
方
針
を
定

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

方
針
決
定
に
当
た
っ
て

は
、
現
在
の
事
業
を
継
続
、

新
た
に
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

建
設
、
処
理
能
力
に
余
裕

の
あ
る
他
自
治
体
に
委
託

す
る
等
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ

ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
事
業

を
継
続
す
る
に
し
て
も
コ

ス
ト
の
問
題
が
あ
り
、
新

た
な
ゴ
ミ
処
理
施
設
を
建

設
す
る
場
合
に
は
、
ゴ
ミ

処
理
方
法
や
施
設
の
立
地

条
件
の
決
定
、
地
元
と
の

調
整
等
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
他
の
自
治
体
に
委
託

す
る
場
合
に
も
コ
ス
ト
、

或
い
は
受
け
入
れ
を
受
諾

し
て
い
た
だ
け
る
か
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

ゴ
ミ
処
理
方
法
を
検
討
す

る
に
し
て
も
、
相
当
な
負

担
が
必
要
と
な
る
た
め
、

宮
若
市
外
２
町
じ
ん
芥
処

理
施
設
組
合
で
は
平
成
30

年
問
題
と
し
て
位
置
付
け

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
合
同
視
察

（
ゴ
ミ
処
理
施
設
・
飯
塚
市
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
・
大
牟
田
市
）

●
平
成
30
年
問
題

　

と
は
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